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１【提出理由】

　当社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響を与える事象が発生いたしましたので、金融

商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第12号の規定に基づき提出するもの

であります。

 

２【報告内容】

(1）当該事象の発生年月日

2021年３月10日（取締役会決議日）

 

(2）当該事象の内容

　カナダ・シェールガスプロジェクトを推進する当社在外連結子会社であるJAPEX Montney Ltd.（以下「JML」）

は、2018年３月期の減損損失の計上により債務超過の状態が続いており、金融機関との間で締結している融資契約に

定める財務制限条項に抵触しています。これに伴う期限の利益の喪失について、2021年３月末日に金融機関による権

利行使の猶予期限を迎えることから、JMLの金融機関からの借入金の一部に対する当社の保証債務の履行を行うこと

としました。

　上記融資とは別に、当社からJMLに対し運転資金を貸し付けています。この貸付金は、代位弁済に伴って発生する

求償権及び遅延損害金に劣後する規定となっていることから、その回収が期待できなくなり、2021年３月期の当社個

別決算において、関係会社貸倒引当金繰入額を特別損失として計上することとなりました。

 

(3）当該事象の損益に与える影響額

　2021年３月期の当社個別決算において、関係会社貸倒引当金繰入額約200百万カナダドル（日本円約160億円）を特

別損失として計上することとなりました。

　なお、当該関係会社貸倒引当金繰入額は連結決算では相殺消去されるため、当社連結業績に与える影響はありませ

ん。

 

以　上
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